
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～アンケート結果の概要～ 

・約８割の地権者の方から回答 

・所有されている土地の場所を把握していない方が２割以上 

・現在、ゲートエリア内の土地で耕作をしている方は１割程度 

・将来、自己活用を考えておられる方は３割程度 

・土地の売却・土地を貸したいと考えている方は５割以上 

・現時点では将来の土地活用については考えていないので回答できないという意見もあり 

⇒今後の事業進捗に合わせて、改めて意向を確認する機会を設ける予定 

第５回・第６回役員会を開催しました。 
学研高山地区ゲートエリアまちづくり協議会第５回・第６回役員会を開催し、意向調査結果・基本構想概要（案）

について意見交換し、基本構想（案）とまちづくりテーマをまとめました。また、事務局から、「市が実施する環

境調査について」、「環境団体から提出のあった、自然環境の保護保全に関する要請書について」の報告があり

ました。 

 

 

 

まちづくり協議会ニュース 
＼ 学研高山地区ゲートエリア ／ 

第５・６号合併号  令和７年１０月 

第５回役員会 開催概要 

日 時 ： 令和７年 8月 1日（金）１０時～ 

場 所 ： 北コミュニティセンター セミナー室３０４ 

内 容 ： １．意向調査結果（速報）について 

２．基本構想概要（案）について 

３．まちづくりニュースについて 

出席者： 今井 正徳、久保 幸作、柴田 敏男、白川 久一、

田中 彰、松山 治幸、村田 卓司、吉岡 正純、 

素盞嗚神社、生駒市（都市整備部次長 有山将人） 

※敬称略・順不同 
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第６回役員会 開催概要 

日 時 ： 令和７年９月 1９日（金）１０時～ 

場 所 ： 北コミュニティセンター セミナー室３０５ 

内 容 ： １．意向調査結果について 

２．基本構想概要（案）について 

３．まちづくりニュースについて 

出席者： 今井 正徳、久保 幸作、柴田 敏男、白川 久一、

松山 治幸、村田 卓司、吉岡 正純、素盞嗚神社、 

生駒市（都市整備部次長 有山将人） 

※敬称略・順不同 

事務局： 生駒市都市整備部学研推進課、日本都市技術（株） 

意向調査集計結果 最終版 

意向調査は、土地利用に係る現時点でのお考えをお聞かせいただ

き、まちづくりの計画を具体化していくための基礎資料にすることを

目的に実施しました。 

第５回役員会では速報値、第６回役員会では最終結果について意

見交換を行いました。 

 

 対象者（人） 回答（人） 未回答（人）
113 90 23

回収率 79.6%

〈回収状況〉 

事務局： 生駒市都市整備部学研推進課、日本都市技術（株） 

第５回役員会の様子 

集計結果については最終ページに記載しています。 



 第３～６回役員会での意見交換の内容と学研高山地区第２工区事業推進会議※1での意見を反映させ、ゲートエリアの目指すまちづくりの内容を基本構想（案）としてまとめました。 

ゲートエリアは、奈良先端大のある第１工区と隣接し、学研都市連絡道路（国道１６３号バイパス）と高山南北線が交差する学研高山地区の玄関口（学研高山ゲートウェイ）としての優れた立地を活かし、地域住民や未来の技術者を育む

多様な学びや、周辺地域を含む交流の「出発点」となり、奈良先端大をはじめとする研究機関の成果を実装し、最先端テクノロジーによるイノベーションの創出が期待されるエリアとして、基本構想（案）をまとめました。 

学研高山地区ゲートエリアまちづくり基本構想（案） 
多様な学びと交流の出発点／最先端テクノロジーによるイノベーション拠点 ‐学研高山ゲートウェイ‐ 

 

令和７年９月１９日時点 

※基本構想（案）の内容はイメージであり確定したものではありません。今後の社会潮流や上位計画の変更等により適宜、見直していきます。また、住宅用地や農地等については、適宜、計画に反映していきます。 

※1事業推進会議は、奈良県や関西文化学術研究都市推進機構などの関係行政機関や学識経験者等で構成され、学研高山地区第２工区マスタープランに基づき、事業を推進するため、意見や助言をいただくものです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ:土地は自分で活用し

たい。

29人 28.2%

Ｂ:土地を売却したい。

35人 34.0%

Ｃ:土地を貸したい。

（定期借地等）

21人 20.4%

Ｄ:その他

18人 17.5%

問３.将来（事業後）の土地の活用はどうされますか。

発 行：学研高山地区ゲートエリアまちづくり協議会 

事務局：生駒市都市整備部学研推進課内 

電 話：0743-74-1111(内線 3860)FAX：0743-74-9100 

E-mail：gakken@city.ikoma.lg.jp 

◎ 加入者募集中 ◎ 

現在も引き続きまちづくり協議会への加入を募って

おりますので事務局までご連絡ください。 

まちづくり協議会の詳細につきましては下記 URL

をご覧ください。 

https://www.city.ikoma.lg.jp/0000036720.html 

 

 

～ 事務局から皆様へ ～ 

⚠ お 願 い ⚠ 

次のような場合は、下記事務局までご連絡ください。 

・ご自身のお土地のことや土地区画整理事業について知り

たい場合 

・土地の売買や相続等による権利変動が生じた場合 

・お引越しによる住所変更など連絡先に変更が生じた場合 

・婚姻などにより氏名等に変更が生じた場合 

意向調査結果  ～アンケート結果 集計～ 最終版 

（複数回答あり） 

※令和７年８月２０日時点最終結果 

（複数回答あり） 

A:よく知っている。

36人 40.0%

Ｂ:年に数回は行くこと

がある。

3人 3.3%

Ｃ:場所はわかるが、 しばらく

行っていない。

29人 32.2%

Ｄ:場所はわからない。

見たこともない。

22人 24.4%

問１.お持ちの土地の状況はご存じですか。

Ａ:耕作している

11人 12.2%

Ｂ:耕作していない

79人 87.8%

問２.お持ちの土地で耕作はされていますか。

Ａ１:業務用

14人 48.3%

Ａ２:住宅

7人 24.1%

Ａ３:農地

2人 6.9%

Ａ４:その他

1人 3.4%

未回答

5人 17.2%

問３-A.どのように活用したいですか。

Ａ自分で活用したい 

回答者のうち活用方法

の内訳を整理すると 

（複数回答あり） 

今回の意向調査は、約 8割の地権者の

方に回答して頂きました。 

ご協力ありがとうございました。 

 

※自身の所有する土地の場所がわからない方は、事務局までお越しいただければ、地図上で確認をしていただけま

すので、お問い合わせください。※免許証等で本人確認させていただきます。 

 


